
図書館の窓から 

『強く生きる言葉』 
岡本 太郎／著 岡本 敏子／構成・監修 

イースト・プレス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡本太郎が日常生活の中で何気なく漏らすユ

ニークな言葉。聞き逃してはもったいないと、パー

トナーの岡本敏子がメモをとり続け、数冊の本にま

とめました。強く、鋭く、時に吹き出しそうになる太

郎節の数々は、あなたに勇気を与えてくれること

でしょう。 
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＊本紙で紹介した本は、中央図書館一般コーナー入口付近に展示しています。ぜひご利用ください！ 

 

『春を背負って』 
笹本 稜平／著 文藝春秋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奥秩父の山小屋を舞台に、登場人物に訪れたさ

まざまな人生の転機を描いた物語。仕事の行き詰

まり、多額の債務、離婚、病気、親の死。苦難を乗り

越え新たな一歩を踏み出した人々の生き方には、

山が纏う澄んだ空気と相まって明るく爽やかな希望

の光が見えます。 

『テミスの休息』 
藤岡 陽子／著 祥伝社  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小さな法律事務所を舞台にした連作短編集。弁護

士芳川有仁と彼を支える事務員の沢井涼子を中心

に、人生の岐路に立つ人々が芳川と出会い、新たなス

タートラインに立つまでが描かれています。様々な出

会いを経て、芳川自身も大きな門出を迎えます。 

 

 

『人を動かす』 完全版 
D.カーネギー／著 東条 健一／訳 

新潮社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出版から８０年を経た現在も読み継がれており、

自己啓発書の元祖と目される名著です。「人の立場

に身をおく」など、ごく当たり前の言葉には真実があ

り、職場や、家族、友人などあらゆる人間関係で身に

つけるべき基本を教えてくれます。初心にかえる１冊

として、新しい一歩を踏み出す方へ贈ります。 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「日経コンピュータ」「日経ＰＣ２１」「日経ＮＥＴＷＯＲＫ」  

 

スマホに買い替えたけど使い方が分からない、

在宅ワークでオンラインミーティングをすること

になった…などで困ったことはありませんか。 

このコーナーには、インターネットやパソコン

の使い方、Wordや Excel等ソフトに関するものな

ど、入門から専門的な書籍まで揃っています。 

スッキリ解決！！ 

雑誌コーナーにはパソコン雑誌もあります！ 

 

『いちばんやさしいパ

ソコン超入門』リブロ

ワークス／著 SBクリ

エイティブ 

パソコンの電源の入れ

方から丁寧に説明され

ています。 

『ひとりでできる!は

じめてのスマホ 100 の

困った!解決ブック』 

NHK出版 

基本の使い方はもちろ

ん、その先の「つまず

き」も解決します。 

 

『できる Zoom ビデオ

会議が使いこなせる

本』法林 岳之／著、清

水 理史／著、できるシ

リーズ編集部／著 イ

ンプレス  

在宅ワークには欠かせ

ないツールです。 

『Word & Excelででき

る自治会・PTAで役立つ

書類のつくり方』AYURA

／著 技術評論社 

豊富な実例やサンプル

で理想通りの書類が作

成できます。 

 

参考コーナーにも専門的な情報

処理やプログラミングに関する

本がありますので、ぜひご利用

ください。 

 



今年は、国宝・重要文化財級の歴史資料を数多く見

出した古書業界の重鎮、長岡市出身の反町茂雄氏の生

誕１２０年・没後３０年にあたります。この節目の年に、文

書資料室では長岡市史双書№60『古書肆弘文荘・反町

茂雄と長岡 『反町茂雄文庫目録』第２集（補遺）』を発

刊します。 

反町氏は、明治３４年（1901）８月に現在の長岡市神

田町３丁目に生まれました。１０歳で上京し、昭和２年

（1927）に東京帝国大学を卒業しました。その後、東京

神田の古書店・一誠堂書店に勤務し、昭和７年に独立、

店舗を構えず目録販売を主とする古書店・弘文荘を開

業しました。 

東京古書籍商業組合連合会副理事長、全国古書籍

商業組合連合会専務理事、東京古典会会長、明治古典

会会長などの要職を歴任し、平成３年（1991）９月に亡く

なるまで、半世紀以上にわたり、日本の古書業界を牽引

しました。 

反町氏は郷里長岡に合計３,０００万円を寄附するとと

もに、多くの貴重資料・郷土資料を寄贈しました。これら 

のうち、掛軸・錦絵・刊本や古文書などは、『反町茂雄

文庫目録』第１集（平成６年）・第２集（平成７年）にまと

めて紹介されています。 

本市史双書は主に３つのトピックスからなります。  

１つ目は、『反町茂雄文庫目録』で掲載することができ

なかった郷土資料の中から、古文書を中心に目録（補

遺）として紹介します。２つ目は、多数の反町氏の著作

から本市とゆかりのあるものを紹介し、反町氏と長岡

との関係を探ります。３つ目は、歴代図書館長と交わさ

れた書簡を一部紹介し、本市の郷土資料の充実に寄

与した足跡をたどります。 

本書をとおして、本市との関わりを中心に反町茂雄

氏の業績を振り返り、郷里長岡に対する反町氏の想い

を皆様にお届けできれば幸いです。    （安達良平） 

 

 

※ ４月下旬頒布予定。長岡市史双書No.６０は、文書資料室・

中央図書館・市役所なんでも窓口（アオーレ長岡東棟１階）で

購入できます。               （頒布価格1,500円） 

 

 

 

 

   

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    ～文書資料室だより～ 

 

 

 

 

中央図書館所蔵資料紹介 №168 石黒忠
ただ

悳
のり

 書 没後８０年 

 四つの「不可
べからず

」とは？ 

一つ おごりたかぶってはいけない 

一つ 欲望はほしいままにしてはいけない 

一つ 志（要求）は適度にとどめなければいけない 

一つ 楽しみは極めてはいけない 

これは、儒学の古典『礼記』中の「曲礼篇」に収められている教えで、礼の精神

や意義を説くものです。この前段には、「常に敬いの態度を保ち、穏やかな話し

方をすれば人心は落ち着き信頼を得ることができる」という、リーダーのための

指針となるような言葉が表されています。 

石黒（１８４５～１９４１）は陸奥（福島県）に生まれ、江戸に移ってから１０歳で父

を亡くします。１４歳で片貝村（小千谷市片貝町）の父の生家石黒家を継ぎ、１９

歳で医学を学ぶことを決意、上京して西洋医学を修めました。その後、松本良

順の強い薦めにより、軍医制度の充実をはかるため職務に就きます。軍医とし

て経験を積み、軍医総監に就任。日本赤十字社の設立と発展にも寄与しまし

た。また石黒は後進の指導に力を注ぎ、人材育成にもつとめたのです。 

長岡の書家・中沢雪城に手ほどきを受けた石黒の書幅は、長さ２メートルを超

えています。                                （小熊よしみ） 

 

傲
不
可
長
欲
不
可
縦
志
不
可
満
楽
不
可
極 

正
三
位
勲
一
等
男
爵
石
黒
忠
悳
書 

 

☆４月１日（木）～４月２９日（木）中央図書館エントランスギャラリーで展示します。 

長岡市史双書 No.60 『古書肆弘文荘・反町茂雄と長岡』発刊 

 

 



 

中央図書館 イベント ・ お知らせ ４月～６月

    
      
      
      
      
      
      
      
                      
      
      
      
      
      
      
    

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
                            

 
 
 
 
 

令和 3年 4月 1日 長岡市立中央図書館 編集・発行  

長岡市学校町 1-2-2 ℡ 0258-32-0658 
mail：nagaoka@lib.city.nagaoka.niigata.jp 

 

 

 

蔵書検索ができる！ 

ホームページは 

こちら 

図書館からのお知らせ

に関するフェイスブッ

クはこちら 

中央図書館 2 階講堂 

入場無料・申込み不要 定員 180 人先着 

開場は上映開始時間の 30 分前です。 

映画会 

初心者向け 

読み聞かせ講座 

長岡市子ども読書活動推進計画関連講座 

今春から図書館や小学校などで読み聞かせボラ

ンティアを始めた方に向けて、絵本の選び方や、

読み方などのちょっとしたコツをお話します。 

ぜひご参加ください。 

❖日 時：5月 23日(日)午前 10時〜11時 30分 

❖講 師：高橋 啓美（当館司書） 

❖会 場：中央図書館 2階 講座室 1 

❖定 員：15 名（先着順・要申込み） 

❖対 象：読み聞かせに興味のある方 

❖申込み：5月 11日(火)午前 9時 30分から 

中央図書館窓口・電話にて受付 

※休館日を除く 

4/13(火)  ビバ！マリア 

14：00～16：05 1965 年/フランス・イタリア 

こどもの読書週間映画会 

4/25(日)  

14：00～15：00 

ぼくは王さま 

しゃぼんだまとにちようび

 

 

5/12(水)  台北の朝、僕は恋をする 

14：00～15：30 2010 年/台湾・アメリカ 

2013 年/日本 

5/29(土)  バルカン超特急 

14：00～15：40 1938 年/イギリス 

6/11(金)  ならず者 

14：00～16：05 1943 年/アメリカ 

6/19(土)  

14：00～15：45 

花蓮 

2015 年/日本 

（コメディー・117分） 

（アニメーション・55分） 

（ラブストーリー・85分） 

（ミステリー・94分） 

（西部劇・117分） 

（ラブストーリー・96分） 

 

市内企業の社史、パンフレットを集めています。 

・蔵書として登録し、閲覧や貸し出しを行います。 

・市内に本社、支社、事業所などがある会社が対象 

です。 

・中央図書館宛てに各２部郵送でお送りください。 

長岡市では、平成 25 年 4月に当計画を策定し、

5年間に渡って様々な取り組みを行ってきました。 

第二次計画（平成 30 年度～令和 4年度）では第

一次計画の成果や課題等を踏まえ、引き続き子ど

もたちに読書の楽しさを伝え、さらなる読書習慣

の向上につながるよう、様々な施策を実施してい

ます。 

「長岡市子ども読書活動推進計画」について 

https://www.google.co.jp/url?sa=i&url=https%3A%2F%2Fwww.sozailab.jp%2Fsozai%2Fdetail%2F22151%2F&psig=AOvVaw0-aK_gWDztQoF9TBjU8YOX&ust=1612164861668000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCLiErKbUxe4CFQAAAAAdAAAAABAD
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